
  

環境フェアせき２０１９での活動の報告です。 

◇ 環境フェアせき２０１９で研究発表を行いました                  

日  時：２０１９年１１月１０日（日）１０：００～１６：００ 

場  所：関市 わかくさプラザ 

参加団体：家庭クラブ 

     ２年生 SGH研究グループ 

発表内容：米粉の利用促進 

家庭クラブの生徒が持続可能な社会の構築を目指し、米粉パスタの利用促進のための

活動についての発表を行いました。研究や実践活動といった具体的な例を示しながら、

活動成果を伝えました。 

     海洋プラスチックごみ 

     今なぜ海洋プラスチックごみが問題視されているのかを伝えたうえで、岐阜県の現状

について検証した結果を発表しました。そして、海のない岐阜に住んでいる私たちに

は何ができるのかを提案しました。 

     サバクアバク～今気になる砂漠化の話～ 

砂漠とは離れた場所に住んでいている私たちには砂漠化は関係ないと思うかもしれま

せんが、実際には私たちの日常に密接にかかわっています。砂漠化の抑制のために、

自分たちが日常生活で気を付けなければならないことを提案しました。 

 

環境フェアせき２０１９のイベントの一環として、２年生の生徒が研究発表を行いました。１

年間かけて研究してきた内容を、一般市民の方に知っていただくことができました。これからも

ＳＤＧｓの達成に向け、高校生の視点で啓発活動を行っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑関市 HPより 

http://www.city.seki.lg.jp/cmsfiles/contents/0000014/14481/kankyofairSeki.pdf 

関高 SGH情報 第４１号  
令和元年 11 月 20 日 (水) 

SGHプロジェクト委員会 

高校生だけでなく、一般の

お客様も足を止め、話を聞

いてくださいました。 


